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	  　いちょう会総会
　　　　　　三年ぶりに対面で開催


　　未だに新型コロナウイルスが全国で猛威を振るっていますが、賢明なる会員の皆様におかれましては、コロナウイルスに負けずに元気でお過ごしのことと思います。
　　今年の四月中旬以降、コロナの感染者数に落ち着きが見られたことから、三年ぶりにいちょう会の定期総会を対面で行うこととしました。
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講演会、懇親会は
まだ早い
総会は五月二六日に、横浜大桟橋近くの波止場会館で開催されました。会員、ご来賓、併せて二五名の参加をえました。総会の概要は次の通りです。
会員数　　　　　五六二
過半数　　　　　二八二
出席者　　　　　　一七
委任状　　　　　二七七
　　合計　　　　　二九四
出席会員と委任状の合計が会員数の過半数を超え、総会は成立しました。
冒頭、大久保会長があいさつに立ち「いちょう会の原点は、会員相互の親睦と安心して暮らせる老後づくりであり、共済事業とレクレーションが柱」と原点を忘れないことが大事と指摘し、「どうしたらやれるようになるか、といった建設的な議論が出来ない組織は衰退する」と懸念を示しました。
ご来賓の自治労県職労鈴木執行委員、自治退県本部佐々木副会長から、激励の言葉をいただきました。
議案は全て承認されました

第一号議案「二〇二一年度主な活動の報告」、第二号議案「二〇二一年度決算報告・会計監査報告」、第三号議案「二〇二二年度活動の進め方（案）」、第四号議案「二〇二二年度予算（案）」は全て承認されました。
· 　　　　◆
総会出欠葉書の「ご意見」欄に書いていただいたコメントを今年もご紹介します。
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〇二宮町　相田さん

新規加入者を二ケタに
〇海老名市　廣田さん
　ロシアへの糾弾をもっと前面に！
〇横浜市　片倉さん

毎回、連絡通信文書ありがとうございます。
〇厚木市　髙橋さん
　役員のみなさまの活動に感謝してます。米寿を迎えました。グラウンドゴルフを楽しみ健康を保っています。

〇小田原市　岡田さん
このまま感染者が減少してくれることを願っています。
〇東京都　天辰さん
歩行能力が回復しましたら参加させていただきます。今年は欠席ですいません。
〇横須賀市　滝沢さん
日頃から「いちょう会」の運営ありがとうございます。
〇逗子市　小野さん
皆様ご苦労様です。一度は定期総会に出席したいと思っておりましたが、昨年九月に卒寿を迎へたり寄る年波で足痛に見廻れました。悪しからずお許しください。頑張ります。
〇札幌市　加納さん
世の中変わりましたね。二大コミンテルンと弱まったアメリカーナの世界ですね。
〇横浜市　茨木さん

七〇歳を超えると、毎年のように病気がふえて来ます。少なくとも一年に一回は検診を受け、健康を保ちたいものです。
〇横浜市　笠井さん
　戦争報道に洗脳されようとしてる今こそ、武器なき平和を！

〇厚木市　越後さん
欠席で申訳ありません。夫も私も年を重ね過ぎました。気持ちだけは元気です。
〇秦野市　諸星さん
いつもご連絡ありがとうございます。引き続きよろしくお願いします。自動車共済の手続きお世話になりました。
〇平塚市　瀧本さん
会報楽しく拝見しています。ありがとうございます。
〇横浜市　鈴木さん
　救急入退院から一年ですが、まだ長時間・長距離の移動は控え中で、地元地域中心です。会のご発展を祈念！
〇秦野市　坂田さん
　いつもお世話をおかけしています。横浜市の県庁付近もかなり変わっているようで、一回は出席したいと考えるのですが、在職時に通勤していた当時の体力を失っています。残念ですが、来年は出席できるようにします。
〇横浜市　小林さん
　退職後あっという間に一年が過ぎました。

〇横須賀市　麻生さん
　役員の皆様ご苦労様です。感謝しております。
〇相模原市　大用さん
　九〇才の年で困難。
二〇二一～二〇二二年度役員
　
　　会　長　　　大久保光夫
　　会長代行　　海上龍晃

　　副会長　　　滝沢　章
　　　　　　　　鈴木則之
　　事務局長　　松島靖宏
　　事務局次長　保坂由文
　　会　計　　　中山政一
　　常任幹事　　大野和二
　　　　　　　　山崎公江
　　　　　　　　小嶋昌光
　　　　　　　　内海義幸
　　　　　　　　岩本晴代
　　会計監査　　熊谷一男

　　　　　　　　和田聡子
　　顧　問　　　谷口照子

　　　　　　　　北詰隆美

　　　　　　　　澤木紀一郎
　　　　　　　　永井碩夫
[映画から社会を見る⑳]
黒人ピアニストを白人運転手が車に乗せて
黒人差別が色濃く残る米国。１９６４年、差別を禁止した公民権法が制定される直前の１９６２年を舞台にした「グリーンブック」（２０１８年制作）は黒人でも宿泊できるホテルなどを掲載した黒人用旅行ガイドブックの名称でもある。
黒人ジャズピアニストのドクター･シャーリーは博士号も持つ著名人。白人の運転手兼ボディガードを雇って南部の演奏会場へと旅をする。実話を基にしたコメディタッチのロードムービーである。いくつもの差別と偏見が待ち受ける厳しい旅である。シャーリーは黒人専用のモーテルにしか泊まれない。レストランやトイレも黒人用しか利用できない。
出自も性格も違う二人は衝突を繰り返すが、次第に打ち解けて友情が芽生えていく。
映画の評価は高いが、批判も強くある。当時の黒人差別の実態を見るとき気楽に観れる映画などできないはずだ。黒人の物語をなぜ白人中心で描くのか、などの批判である。二人の友情は実話であり旅の中で深められていくが、現実に差別に遭遇する場面がいくつも登場する。差別だらけの社会的背景からか、「論争呼ぶ『友情物語』」との新聞評もある。ピーター･ファレリー監督が強調するのは「『こんなことがあったんだ』ではない今も変わっていない愚かさを感じてほしい」である。白人運転手には名優ヴィゴ・モーテンセンが起用されている。２０１８年度アカデミー作品賞受賞作。　　　　　　　　　　
（緑川芳樹)
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   　いちょう歌壇
                                         滝　沢　　章
湧き水を湛へる底に七彩の鯉がゆつたりジェラール水槽
開国の息吹残るる窯あとに馬酔木咲きをりやよひ朔日
対面の総会見ゆる嬉しさかいちやうの若葉ジャックに映ゆる
旅立ちを待てる飛鳥に浮かび来しあのクルーズの忌しき疫
総会を励ますやうに汽笛鳴る三年ぶりの波止場会館
法案の一つも止めず閉会の野党のふなか国のあやふし
会見に不作為不手際連なりて不愉快つのる日常おほし
あまたなる悪法遂げし首導者に銃やすやすと近づける国
釘付けのテレビの一日一色に染まりし国も狙われてをり
空中に下がる西瓜の出来映えをほれほれ見入る然る人の庭
　私たちは今
会員のお便り

　「近況」
　　　　加藤　隆（横浜市）
　二〇一九年三月、厚木土木事務所東部センターで勧奨退職し、四月に専修大学のロースクールに入り、二年の既修者コースを二〇二一年三月に修了し、五月の司法試験を受験したところ、九月に合格し、十一月から司法修習生として勉強しています。修了試験に合格できれば、今年十二月に弁護士登録する予定です。
現役の時にお礼を申し上げられなかったので、組合の役員としてご尽力下さった皆様には、組合活動に逆風が吹く中、本当にありがとうございました。
　「ジャズ＆ボッサａｔ公民館」
　　　　諸星達也（秦野市）

　サックス奏者渡辺貞夫さんのアルバムタイトル、学生時代からのファンです。定年前に念願のサックス教室に通い始め七年目。練習場所は地元の公民館、教室の仲間とお祭りで演奏もしました。昨年労働センターでの再任用を終え、公民館の会計年度任用職員に。コロナで仲間との活動は縮小中ですが、地域の皆さんの応援と自主練習を続けます。
　「ひと味違う寺の草花」
　　　　佐藤政吉（厚木市）
　昨秋、鎌倉を巡るレクに参加しました。宝戒寺では、私の好きな酔芙蓉が見頃を迎えていました。アオイ科の淡紅色の一日花ですが、その数の多さにしばし酔い痴れました。円覚寺では閻魔大王様にお会いし、厄払いと天国行きをお願い出来ました。寺巡りは坂や階段が多く万歩計は一万二千歩、久しぶりに脚力の限界を感じつつ、こころの洗われる一日となりました。次回の参加が楽しみです。
「退職後の趣味と終焉」
　　　　滝沢和彌（横須賀市）
　早いもので今年七月七六歳になりました。現役時は「カヌー」や「野湯巡り」など多少楽しんできたけど、当時退職を機に新たに何かやってみようと思い立って、幾つか考えた一つが「バイク」でした。家族らは「危ないから」と反対…でもこの選択自分にはとても合っていたようで。最初の一台目は控えめに「スクーター」でガマン→二台目は少し慣れてきて「ネイキッド２５０㏄」でほんの少しサーキットも経験して→そしてこの数年やっと憧れの「大型バイク」に。
　この間二回ほど転倒したけど、運良く怪我は軽く、乗りはじめてから関東甲信越その他九州、四国、東北とアッチコッチ走り回り、この夏は六回目の北海道ツーリングで利尻礼文島まで足を延ばしてきました。
　ところで私はバイク購入後直ぐ「ツーリングクラブ」に入りました。その際感じたことは、例えば一〇台前後のマスツーリング時は交通事故は比較的無くて、単独とか少人数時に事故トラブルが多いように思いました。マァ少ないでしょうが、これからバイク始める方がいらしたら、経験豊富な人のいる「倶楽部」に入るのも安全への一歩になる良い方法かもしれません。
　最近はいよいよバイクを手放す日が迫っているようで些か焦っています。今日まで楽しくこの趣味を続けられたのは良きバイク仲間に恵まれたから。しかし最近、同年代仲間三～四人がバイクを手放し降りると云う。さほど体力の衰えは感じないけどいよいよ我が身にも圧力が…特に兄弟の中には「普通なら車免許証返納の歳なのにいい歳してバイクなんか」と言ってきます。当分は悩みが続きそうです。
訃　報

　　ご冥福をお祈りいたします

　

　　　　長坂文之さん
　　　　沢田　孜さん
　　　　嶋津充宏さん
　　　　鈴木健一さん
向笠　伸さん
山中瑞恵さん
石井宏一郎さん
    　　総会出欠葉書の「ご意見」欄


　　　　　　　　　　　　　　コメントをご紹介します








